
こころ・からだ・暮らしを
支える支援者に期待される
役割と専門性を考える

～医師とソーシャルワーカーが
連携・協働した事例を通じて～

令和５年度 第３回
青森県社会福祉士会 三八支部研修会

講師

工藤 貴徳 医師
八戸市立市民病院

内分泌・糖尿病内科 部長

多様性の現代において、病院の役割は多岐にわたるようになり
「病院は最初に福祉課題が見つかる場所」とも言われています。

患者さんの病気を診るだけではなく、患者さんであると同時に生活者である本人と、そのご家族
の人生を支える医師の、実際の事例を複数聞ける貴重な機会です。生活や人生の支援者は社会福
祉士に限りませんので、社会福祉士に限らず、どなたでも参加できます。

開催日 令和６年 02.03 土

時間 14:30～16:00

会場 八戸市津波防災センター
研修室B

住所 〒031-0071 
八戸市沼館四丁目6番19号

研修は現地参加及びオンライン(ZOOM)で開催致します
懇親会 同日 18:00～ 洋風酒場 佳 (八戸市番町30 野田ビル2F)  会費 5,000円(※申込は1月27日迄）

【参加方法】
参加フォームはこちらです。
 https://x.gd/UlqmL
右のQRコードからでも可能です。

【ZOOM参加者用】
ミーティングURL: https://x.gd/hVg8m
ミーティングID:  891 2318  8676  
パスコード:  3838  

【お問合せ】sanpachi007@yahoo.co.jp (支部事務局)   【当日緊急連絡先】090-7066-3433 (小泉)

https://x.gd/UlqmL
https://x.gd/hVg8m

